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|品相抽出法を川いた泡盛香気プロファイルの作成に関する研究

(琉球大学・農学部) O]~村隆子、和田浩二、高良健作、仲宗根洋子

(株式会社石川桝造場) LiJlI信夫

【日1'1<)】

泡盛は独特の脊味を有する沖縄特産の蒸留酒で、その香りは品質を左

右する l刈子の-つでもある。そのため泡盛の特徴は香りに現れると考え

られる。本研究では穐々の泡盛について、香気プロファイルの作成を日

的として、芥気成分の分離、濃縮に際してエタノールの影響が少なく、

優れた芥気成分保持能力をイiするPorapakQ樹脂を充填剤としたl[fi]相抽

出法の適用を試みた。特に泡盛が幅広いアルコール度数を有することか

ら、杏54L成分のPorapakQ樹脂への吸着に及ぼすエタノールの影響につ

いて検討した。

【方法]

泡盛のモデル溶液として標準物質を既知量含むエタノール溶液を川い

た。泡慌，i式料として 1:~度、 :30 度、 25度の新酒を用いた。芥気成分の fHJ/ 1 ¥ 

はPorapakQ樹脂を充填したガラスカラムに一定量の試料を流して昏気

成分を吸着させた後、エーテルで溶出して行った。得られた香気濃縮物

を脱水、濃縮したのちガスクロマトグラフ分析に供した。内標準として1

%シクロヘキサノール水溶液を、外標準として1%トリデカンヱタノール

溶液を川いた。芥気成分の定培は、内及び外標準のピーク l雨積伯に対す

る:-3[r)Jの分析の各成分のピ』ーク面積比の平均とした。カラムはメタノ

ルと蒸f附Y有{水で丙 F守午i七:し、約2011'1使用した。

【結果】

サンフルlflのヱタノール濃度は内標準物質のピーク面積伯に大きく影

響をおよぼしたが、)，I.jJ'iのtHlには直線関係が認められた。モデル縦波を

用いて芥気成分の1111収におよぼすエタノール濃度の影響について検討し

た結果、エタノール濃度をドげるほど回収率が増加することが明らかと

なった。またエタノール濃度の同じモデル溶液200m1と8GOmIで成分

の[111収率を比較した結果、内標準物質と各香気成分でそれぞれ[1'1収はの

増力)1容が見なっていた。以上の結果より、エタノール濃度及びサンフル

容誌を統-することにより、度数の異なる泡盛間の香気成分の比較を行

うことがnJ能であることがゆlらかとなった。本法を用いて度数の見なる

泡盛 3 銘納-の存~\.7 ロファイルを作成し比較した結果、アルコール度数

の近い試料1mでもイiぷに足が認められた。
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